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206 作品発表
ツーピース・ドレスとケープ・コート （服飾）
同年から79年秋冬にかけて，再び m 服
飾の多面化ー”の点について考えさせら
れるものがある。 60年代の多様化現象は
新らしさを求めての変革であったが，今
期の様相は，古きものへの見直しがこめ
られた，回顧的な内容を否定できないと
思う。作品は， 1950年代の，形態の中に
「型」を求めたデザイン技法を見直し，
更に， 60年代に養われた帆着やすさ ・動
きのよさ・そして，たっぷりした布の流
れから誘われる美的感覚”を盛りこんで
製作した，ツーピースドレスと，ケープ
コートのアンサンプノレである。
ワンピース式のツーピースドレスは
肩線にハードプリーツ 2本を扱って，こ
こ当分無視された吹肩を意識付け
目的で，衿はスタンドしたタイニ カーラーに
まとめてみた。ディテールとしては回顧的な
扱いだが，あくまでも今の時点の作品として，
スカー卜は半円裁ちに，ウエス卜のタックギ
ャザーから豊かな量感をへムラインに流して
みた。
肩プリーツのゆとりとスカートの量感は，
ウエストに共布のサッシュベルト，及び濃淡
の扱いで細いベルトを用い，正確なウエスト
のマークでボディラインをまとめた。ソフト
kアンプルに型を求めた作品である。
発 表 NDC 78～79年，秋・冬モー ドシ
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主要素材 名称，アニオナ性質はウール
モスリンに等しい。茶色のベー
ジュパステルにこげ茶淡色の極
く小さな水玉プリント。
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アンサンブノレのケープコート（前頁スタイル画による）も，ディテールの基本は前述の
ドレスと同様で，豊かさの中に「型」のある形態を求めた作品である。肩を自然な感じで
明示し（肩パット，肩章，角張らせたヨーク）小さ目に切替えたヨークからのギャザータ
ックの効果を，円形裁ちの身頃に働かせてみた。ボディラインは，静止した時のス トレイ
トなラインであり，動きにつれて量感をみせるラインとの，二つの性格をねらいとしてい
る。肩幅を強調するスタンドカラーには，フリルを扱い，前明きをリ ボン結びでまとめて
やさしさを添えた。アンサンブノレの関連としては，色のコンビネーシ ョンを主に，両者を
茶系の濃淡に（ドレス淡色，ケープ濃色）扱った点と，ディテールの基本を同一に求めた
点に要約される作品である。
発 表 NDC 78年～79年，秋・冬モー ドショー
主要素材 ウー ル，変り織りターフwルジョ ゼーッ卜， 茶の明色
イブ．ニング・ドレス （服飾 ） 浅井 淑 子
ピンクにマリンブルーのプリン ト（メ ー
カーのオ リジナノレ柄〉が，最近の傾向の中
で，とても明るく感じられたのでこれをモ
チーフに，若い人から若ミセス向きのイブ
ニング ドレスにまとめてみた。
デザイ ンは，ケミソル トップから続けて
全体を五段切替のティヤー ドとし，静止し
た時のス トレイ 卜なラインから， 裾巾（9. 2 
メー トル）の拡がりまでの，様々なライン
の表情を求めてみた。同時に，一枚の平坦
な布扱いには求められないティヤードによ
る布の陰影と，流動効果を配してみた。
この素材には，プリントをはさんで地色の
ピンクによるボーダー柄があったが，切替
を自然に表現する上からボーダ一部分をす
べてカットして用いた。 しかしショルダー
のス トラップと ラパリエールのリボンと
して，このピンクの部分を活用したところ
これがとても若々しく全体に作用してく れ
た事を付記したいと思う。
発 表 NDC78～79年，秋・冬モートヘンョー
主要素材 シルクデシン
